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〈論　文〉
ニーズの生成過程
─新製品や新サービスのニーズはどのようにして発生し、生成されていくか─
黒　須　誠　治 ＊
Generation process of needs
─ Needs for new products and services are generated in any way, or will be generated ? ─
 Seiji Kurosu
Abstract
We divide into two kinds of needs. One is the potential needs, the other is the obvious needs. 
The obvious needs are the needs that have been verbalized. The obvious needs, initially generated 
from within the one of the personʼs head. Working to discover needs and working to come up with 
ideas to satisfy the discovered needs are different. Thereafter, obvious needs will be generated in the 
common needs.
要　約
ニーズはどのように発生あるいは生成されてくるのだろうか。ある瞬間に多くの人々の間に
共通なニーズが突如として湧き上がるなどということは、筆者には考えられない。本研究では、
ある一人の人の頭に意識されたニーズが、他の人にも共有され、それに共感する人々のあいだ
に広まっていく一方、このニーズを満たす製品やサービスを創ろうとする人が発生し、それら
が商品化されるプロセスで、当初のニーズが洗練され、多くの人々の共通のニーズに生成され
ていく、という過程を、例を設定し、その生成過程を想像することを試みた。その結果、ニー
ズは、最初はだれかに感覚によって知覚され（潜在ニーズ）、そのうちの一人の人によって言
語化され（顕在ニーズ）、言語化されたニーズを満たす商品を意識的に作成しようとする人達
などによって、ニーズが徐々に生成されていくという仮説をまとめた。
１　はじめに
新製品や新サービスが発生する端緒のひとつは新ニーズの感知であろう。
たとえば、わざと破ったり擦ったりしたジーンズが高価で売れているが、これは、新ニーズによって
もたらされた新製品ということができるのではないか。この場合の新ニーズとは、「一部破れたり、擦
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れたりしたジーンズを履きたい」というニーズである。
ここで、ニーズとは、単に新製品や新サービスについての人々の新要求あるいは既存製品や既存サー
ビスについての改善要求、ということにする。
一方、従来と異なる強靱な糸で編んだジーンズも売れている。これもまた新製品ということができる。
しかし、このジーンズには新ニーズが生起しているといえるかどうか。
強いていうと、このジーンズは、「従来のジーンズよりも丈夫なジーンズが欲しい」というニーズに
は応えていると考えられる。
上述した２種のジーンズは、いずれにしてもジーンズの根本的なニーズは満たしている。その根本的
ニーズは、ジーンズが発生した当初に生起したものと推定される。
では当初のニーズはどのようにして発生したのか。そしてどのようにして現今の「一部破れたり、・・
を履きたい」というニーズとして生成してきたのか。そもそも、ニーズとは自然的に発生するものなの
か、それともだれかが操作的にニーズを創り出すものなのか。
本研究では、ニーズの発生と生成について推定し、仮説をつくる。
２　ニーズの発生過程
本節では、ニーズの発生過程を推定してみる。議論が抽象的になってわかりにくくなってしまわない
ようにするために、一つの具体的な例を設定して述べていくことにする。
2.1　新製品開発の “ 元となるニーズ ”
雨が降ると、道を歩く人のほとんどは傘をさして歩く。電車に乗って通勤する人は、家から電車の駅
まで傘をさして行くが、駅構内に入れば傘を窄めるか軽く畳んでそれを手で保持しながら歩き、プラッ
トフォームで電車が来るのを待つ。
傘を手で保持していると、片方の手は塞がる。これは煩わしい。さらに、電車に乗っている間も濡れ
た傘を手に保持し、目的の駅で降りたあとも、改札を出て再び傘をさして歩道に出るまでこの体勢を維
持することが多い。この間ずっと濡れた傘を手で保持するのは、考えてみると面倒なものだ。
そこで、「この面倒さを少しでもよいから改善しよう」、と思ったとき、そこにニーズが発生したと考
えることができる。
このニーズを言葉で表現すると、こうなると思われる。
「雨の日、濡れた傘を手に持って駅構内などを歩く面倒さを改善したい」というニーズ。以下では煩
雑さを防ぐため、上記の「」内を「雨・・を改善したい」と簡略に表記することにする。
この言明、「雨・・を改善したい」は、一つのニーズであると考えていいのではないだろうか。仮に
この言明が筆者一人だけのものであったとしても、“ ある一人（たとえば筆者）が有するニーズ ” であ
るとは言える。そこで、本稿では、この「雨・・を改善したい」をとりあえず、ニーズと言うことにし
よう。
さて、このニーズを満たす何らかのシステムができあがったとき、つまり、「雨の日、濡れた傘を手
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に持って駅構内などを歩く面倒さを改善したシステム」（以下この表現を「雨・・を改善したシステム」
と表記することにする）ができたとしよう。
たとえば、肩にかけている鞄にフックを付け、また傘にはそのフックに引っかかる突起部分をつける。
そして、傘が鞄にぶら下がるようにする。このようなシステムを作ると、傘を鞄に引っかけたら傘から
手を離し、直接傘を手にもつ必要性をなくすことができる。すると、多少なりとも楽になる。
このシステムができあがったとき、「雨・・を改善したい」というニーズを満たす新製品、「雨・・を
改善したシステム」の一つができたといえる。
すると、「雨・・を改善したい」というニーズは、新製品「雨・・を改善したシステム」を生み出す
元となったニーズであった、ということができる。
2.2　“ 元となる新ニーズ ” は一人の人間の頭から
ところで、このニーズ「雨・・を改善したい」をどのようにして思いついたか、あるいは考えたか、
発想したか、または閃いたか。
ここで、そのようなことは誰でもが思いつくこと、とくに雨の日は、だれでもが濡れた傘を持ち歩く
のが厭だと思うと考えられる。だから、上記のような「雨・・を改善したい」とは誰もが思うことであっ
て、どのようにして発想したかとか閃いたかなどというようなことは問題視するほどのことはない、と
言われそうである。
確かに、誰もが「雨の日に傘をもつのは厭だ」くらいは思う。しかし “ 厭さ ” の程度を軽減すること
を考えようとする人はそれほど多くないであろう。そして、この “ 厭さ ” は、新製品開発の元となるニー
ズだ、と考える人はさらに少なくなるだろう。さらに言えば、「駅構内などで、濡れた傘を手にもって
歩く」というように、“ 厭さ ” の内容を分析しかつ具体的に表すことまで行う人は相当少ないのではな
いかと思われる。
したがって、ここでは、「雨・・を改善したい」をどのようにして発想したかとか閃いたかなどとい
うようなことを問題視するのである。
さて、もしかしたら、（筆者は）そのようなニーズ「雨・・を改善したい」を誰かが言っているのを
過去に聞いたか読んだかして、知らず知らずに発してしまったのかもしれない。もしそうだとしたら、
このニーズは自然発生的に生まれたという言い方もできなくはない。しかしそのような場合でも、自然
発生的という言い方が適切かどうか。
というのは、筆者は少なくとも「雨の日、濡れた傘を手に持って駅構内などを歩く面倒さ」を感じて
いた。そしてそれを改善したいと思った。ここには意志が働いている。それは改善したいという意志で
ある。改善したいという意志を持ったことが、自然発生的といえるかどうか。
この問題になると、自然発生的とはどのようなことを言うのかということについて議論が必要になる。
さらに、前に戻って、仮に、このニーズ「雨・・を改善したい」を誰からも聞いたり読んだりしたこと
がなかったとしたら、このニーズは、筆者が思いついた筆者にとっての新ニーズといえるかもしれない。
そうだとしたら、少なくともつぎのことが言えるだろう。それは、一人の人間の頭から、この新ニー
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ズが発せられた、ということである。
このことを、“ 一人の人間の頭から、自然発生的に発せられた ” という言い方もできるが、何となく
この表現は妙である。“ 一人が独自に発したニーズ ” は自然発生的とは、ふつう、言わないのではないか。
では、数人の人間がまったく同一のニーズをまったく同一の時点で発したとき、自然発生的に生まれ
た、ということはできるだろうか。
このほうが、一人の場合よりも自然発生的に近いように思う。
しかし、まったく同一のニーズが何人かの人からまったく同一の時点で発せられる、ということは物
理的にはきわめて稀にしか起こりえないのではないかと思われる。
もし、筆者がこのニーズを音声あるいは文字で表現し、これを聞いたか読んだかした何人かが、「私
も同感だ」、あるいは「僕も同じニーズをもっていた」と言ったとき、この現象を “ 同一ニーズが同一
時点で発生した ” と言うかどうか。筆者は言わないと考える。
以上の議論で、新ニーズに最初に気づいた人を尊重しようとか、その人を特定する方法を考えようと
いうことではない。言いたいことは、新ニーズは、最初は一人の人間の頭から発せられる、ということ
である。そして、このニーズは、意識的・意志的に発生される。このことが、新製品の開発や、新ビジ
ネス、新サービス、延いてはイノベ－ションが起こる端緒を形成することとなるのではないか、と考え
る。
2.3　潜在ニーズと顕在ニーズ
前項までは、「ニーズ」を単に要求と考えてきた。この要求を頭の中に思っているだけでは、ニーズ
と言うべきではない、と筆者は考える。
なぜならば、その要求の内容は、頭の中で思っている本人しかわからないからである。ニーズらしき
ものであってもそれを頭の中で思っているだけで、本人以外の外部に伝わらなければ、誰もそのニーズ
の存在に気がつかない。ニーズが外部の人に伝わらなければ、新製品はそこからは生まれてはこないだ
ろう。というのは、ニーズを満たすものを作ろうとする人が、本人以外には発生してこないだろうから
である。
では、本人以外の人にニーズを伝えるにはどのようにすればいいか。
それは、言語でニーズの内容を外部の人に喋るか、文字で表現して、書き物として表すことであると
考える１）。たとえば、「雨の日、濡れた傘を手に持って駅構内などを歩く面倒さを改善したい」と喋る
か、文字で書いて表わすことである。
このように、言語を使用して喋るか書かれたニーズを顕在ニーズと本稿では呼ぶことにする。そして、
ニーズを思いついた本人がまだ誰にも言語で喋るか書きものとして残していない状態のニーズを潜在
ニーズと呼ぶことにする。潜在ニーズは、世の中に出ておらず、人間の頭の中だけにあるニーズである。
したがって、潜在ニーズの内容は本人以外にだれにもわからない。もしかすると、本人さえ、それが新
ニーズであると気がつかないことも多いのではないかと思われる。
それに対して顕在ニーズは、言語化されたので、本人も含めて誰かは知っている。通常われわれがい
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うニーズとは、顕在ニーズのことを指すと本稿では考える。たとえば、前項以前から述べている「雨・・
を改善したい」というニーズは、顕在ニーズである。なぜなら、（本稿で）書き物になされたから。
３　ニーズの生成過程
前節では、ニーズの発生過程について、例を使用して仮説を述べ、あるいは推定をした。本節では、
その後この例のニーズはどのような過程を経ていくのかを推定してみる。
3.1　ニーズを顕在化した後にアイデア出し作業
一人の頭から発せられたニーズらしきもの、「雨・・を改善したい」は、2.1では新製品「雨・・を改
善したシステム」としてすぐにできあがったものとして議論を進めた。しかし実際には、新製品として
製品化するまでには、さまざまな過程が必要である。まず必要な過程は、アイデア出しである。
2.1では、そのアイデアとして、「肩にかけている鞄にフックを付け、また傘にはそのフックに引っか
かる突起部分をつける」というシステムを新製品として考えたが、これは単なる１つのアイデアにすぎ
ない。他に種々のアイデアがありうる。そうした種々のアイデアを考える過程が新製品開発には必要で
ある。この過程をアイデア出しの過程と呼ぶことにする。
それに対して、前項で述べた新ニーズを顕在化させる作業は、本稿では、アイデア出しの作業には含
めない。なぜならば、本稿では、アイデア出しの作業と、ニーズを顕在化させる作業とは、作業内容が
異なると思うからである２）。
では、本例のアイデア出しはどのような作業からなるか。
まず言えることは、アイデア出しは、先の顕在化されたニーズから考え出すことである。つまり、「雨
の日、濡れた傘を手に持って駅構内などを歩く面倒さを改善したい」というニーズから考えだされたこ
とである。そこには順序がある。最初はニーズの顕在化作業をし、つぎにアイデア出し作業をするとい
う順序である。
しかし現実の世界では、ニーズの顕在化などということをしないで、いきなりフックを思いついて傘
を鞄にぶら下げるシステムを作ってしまう人もいると推定される。発明家と呼ばれる人の多くは、この
ようなニーズの顕在化などという作業は省いてしまうのではないだろうか。
これらの人達は、そもそもニーズの顕在化という作業は行っていないかもしれない。なぜなら、（筆
者のイメージする）発明家とは、一人で黙々と発明作業をしていると思われるからである。一人で黙っ
て作業する過程では、仮に新ニーズを自分で見いだしたとしても、その内容を言葉にして人に喋ったり、
見せたりするための書き物はふつう、しないのではないか。そこにはニーズの顕在化作業はない。
ニーズの顕在化作業はしないかもしれないが、頭の中では、ニーズを思い浮かべて、そのニーズに
沿ったアイデアを発想しているとも思われる。ニーズという形式にはなってはいないかもしれないが、
少なくとも “ こういうものを作りたい ” という何かはもっているのではないか。仮に、金持ちになりた
いために何か発明しようと思っている場合でも、そこにはニーズを設定しておく必要がある。ニーズを
満たさないものは売れないからである。したがって、この場合も、先にニーズがあり、そのあとにアイ
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デア出しという順序が存在していると思われる。ただ、ニーズの顕在化などということを意識的に行っ
ていないだけのことではなかろうか。
3.2　アイデアを出す作業が別のニーズを誘発
さて、アイデアを出す作業の内容についてもう少し考えてみたい。
一つのニーズに対して、そのニーズを実現する方策は一つには限らない。いくつも考えられうる。つ
まり、ニーズとそのアイデアは１対１の関係にあるのではなく、１対多である３）。本例の場合も同様
のことがいえる。
たとえば、「傘に付着した滴が他人にも本人にも付着することなく、滴つきの傘を包み込むことがで
きる袋のようなもの」を作るという案であったら、どうだろうか。
この案は、初期のニーズ「雨の日、濡れた傘を手に持って駅構内などを歩く面倒さを改善したい」と
いうニーズを直接満たす案とはいえない。しかし、そのニーズの一部を満たすとは言えるかもしれない。
そうだとしたら、この案を実現化して、作って売ってみようという気になるかもしれない。そしてもし
それが売れたら、この案を生み出したニーズは、的確であったということになるだろう。
では逆に、「傘に付着した滴が・・袋のようなもの」に対応するニーズとはどのような表現になるか。
それは、「傘に付着した滴が他人にも本人にも付着することなく、濡れた傘を保持したい」というよ
うなニーズの表現になるだろう。このニーズは、始めのニーズ、「雨・・を改善したい」とはやや異なる。
しかし、もしかすると、このニーズも新ニーズと言えるかもしれない。なぜなら、この種の袋はすでに
数種類市販されているが、手を濡らさずに濡れた傘を袋に入れて、手に持つことなく保持していくシス
テムは、まだ市販されていないように思われるからである。
もしそうだとすると、次のことに気づく。それは、始めのニーズを発想し、その始めのニーズを満た
すシステムのアイデア出しをしていたとき、出てきたアイデアが始めのニーズとは異なるニーズが出て
くることがあるということである。この場合の異なるニーズとは、上記の通り、「傘に付着した滴が他
人にも本人にも付着することなく、濡れた傘を保持したい」という顕在ニーズである。
このことは、アイデアが始めの顕在ニーズを変化させたとも考えられるが、別の顕在ニーズを発生さ
せたとも考えられる。そして、アイデア出しを複数の人間で行う場合は、そのようなことが当然のごと
く起こりうる。
というのは、アイデアは人によって違う場合が多いからである。もしそうだとすると、一つの顕在
ニーズに対して、アイデア出しをすると、アイデア出しした人数分くらいの変化したニーズが発生して
いるとも考えることができる。
以上を一般化すると図１のようである。
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元となるニーズ（０）が発生
　　↓
アイデア出し（アイデア（０））
　　↓
元となるニーズが変化したニーズ（１）
　　↓
変化したニーズ（１）に対して出されたアイデア（１）
　　↓
さらに変化したニーズ（２）
　　↓
さらに変化したニーズ（２）対して出されたアイデア（２）
　　↓
・・以下繰り返し・・。
図１　アイデアがニーズを変化させる過程
この過程に、もう一つ重要な過程が入り込む。それは、アイデアの実現過程と実現したシステムの使
用過程という過程である。
3.3　アイデアの実現過程とその使用過程におけるニーズの変化
3.2では、アイデアを出す過程でニーズが変化する場合を述べた。本項ではアイデアを実現していく
過程でもニーズが変化していく場合があることを述べる。
2.1で述べたアイデアとして、「肩にかけている鞄にフックを付け、また傘にはそのフックに引っかか
る突起部分をつける」を実際に試作してみたところ、これではうまくいかないことがわかったとしよう。
うまくいかなかったひとつの原因は、引っ掛ける部分が１か所だけだと、歩くだけで傘がブラブラ揺れ
て、それにより滴が飛び散り、自分はもちろん他人にも滴が散る、ということであったとする。そこで、
改良しようとした。が、やはりうまくいかない。そして現状の部品や材料ではこの問題は解決しそうに
ないと思った。そのため、もう一度元に戻ってアイデアの練り直しをした。
ということになったとする。ここから得られることは、つぎのことである。
実際の試作段階でまた、アイデアの練り直しが必要になってきたということである。そして、アイデ
アの練り直しだけに留まらず、場合によっては、始めのニーズも考え直さなければならなくなる可能性
もある。
たとえば、「雨の日、濡れた傘を手に持って駅構内などを歩く面倒さを改善したい」というニーズを
考え直して、「雨の日、濡れた傘は、どこかに置いて、傘をもつことなく駅構内などを歩き、電車で目
的駅まで行ったら、そこで傘を調達して傘をさして歩いていきたい」というニーズに修正することにす
る。この時点で、始めのニーズは変えられた。
さらに、ニーズを満たす試作品ができたが、それを実際に使用してみると、予想に反して使用に耐え
ないという結果になることもある。たとえば、不都合な箇所があったとか、すぐに壊れることがわかっ
たとかという場合である。この場合も、ニーズに遡ってニーズを変える必要もおこりうる。その場合も、
始めのニーズではなくなることもありうる。
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3.4　ニーズの共有化
仮に試作を経て、試用を経て、商品化し、販売し始め、順調に売れるようになると、これを購入して
使用した人々の口から、この商品の内容が他の人々に伝えられていくだろう。そして、この商品の内容
を支持する人が生じると、彼らの頭の中に、その商品に対するニーズが発現することになるのではない
か。この場合のニーズは、人によっては潜在ニーズかもしれないし、顕在ニーズかもしれない。すると、
最初は一人の人間の頭から発生したニーズは、この時点で、支持者達の頭の中にもニーズとして共有さ
れるようになる。そして、さらにそれが顕在ニーズとして人から人に伝わると、多くの人に知られると
ころとなる “ ニーズ ” として存在感を示すようになるのではないだろうか。また、商品名が付けられる
と、たとえば「濡れ傘携行具」というような名前が付けられると、さらに人々の間に知れ渡り、この「濡
れ傘携行具」の市場が形成されてくるかもしれない。
こうして、始めのニーズは、アイデアの出方で変えられたり、試作をしたとき変えられたり、使用過
程で変えられたり、種々変化する場合がある。このような変化過程を経て、そしてまた多くの人々に共
有されて、一般によくいわれる “ ニーズ ” というものに生成されていくのではないか。
そしてさらに、技術が進歩すると、最初の創造物は、洗練されてくる。洗練されたものを体験した人々
は、さらに上位のニーズを求めるようになる。つまり、ニーズも洗練されたニーズに変化していくであろう。
４　潜在ニーズの背景と顕在ニーズ化
ところで、冒頭に述べた「一部破れたり、擦れたりしたジーンズを履きたい」というニーズは、どの
ようにして発生してきたのだろうか。
かなり以前から破れたり擦り切れたりしているジーンズは格好良いと思う人が増加しつつあるという
背景があった。その中にあって、機械や道具を使ってわざと破ったり擦ったりしたジーンズを作ろうと
思った人が、何かの切っ掛けで、発生した、と推定される。この時点で、「一部破れたり擦れたりした
ジーンズを履きたい」という顕在ニーズが発生したと考える。
この過程は、「雨・・を改善したい」というニーズ発生過程と似ていると筆者は思う。つまり、以前
から破れたり擦り切れたりしているジーンズは格好良いと思う人が増加しつつあるという背景があった
ということは、「雨の中・・は厭だなぁ」と思う人はたくさんいるという背景があることに似ている。
しかし、厭さ加減を改善しようと考える人はそうはいなかった。その中で、ある一人が改善策を考えよ
うと思った。これは、ある一人の人が機械や道具を使ってわざと破ったり擦ったりしたジーンズを作ろ
うと思ったということに対応するのではないだろうか。
すなわち、格好良いと思ったことに対して、わざと格好良いように破ったり擦ったりしたことや、雨
の日は厭だと思ったことに対して、改善策を考えようと思ったことは、意識的に、あるいは意志的に行
われたということが、似ていると思われるのである。
そして、「格好良いと思った」ことや「雨・・厭だ」と思ったことが、潜在ニーズの一部を構成して
いると推定する。
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５　ニーズの発生過程の一般的パタンとまとめ
以上に述べた、ニーズの発生過程をつぎのようにまとめる。
本稿では、一般に言われるニーズの起点は、顕在ニーズが発生した時点であると考える。しかし、４
で述べたように、顕在ニーズが発生する前の背景や環境などからの刺激をも考慮に入れておくほうが良
いと思われる。そこで、これら背景・環境もニーズの発生過程に入れる。するとニーズの発生過程の一
般的パタンはつぎのようになる。
まず、世の中の事象を感覚器官で感ずることが人には起こりうる。たとえば、困ること、厭なこと、
不愉快なこと、つまらないこと、逆に、おもしろいこと、嬉しいこと、格好良いと思うことなどを感覚
器官で感じる。これらのことが蓄積されて、潜在ニーズを構成していくのではないかと考えられる
つぎに、これらの潜在ニーズを蓄積したうちの誰かが、何かの切っ掛けで、潜在ニーズを意識的に、
また意志的な顕在ニーズとして、頭の中から外部に表出する。
外部に表出された顕在ニーズについて、顕在ニーズ化した本人かまたは、それを知っただれかが、顕
在ニーズに対するアイデアを出す。
そしてアイデアを実現するべく物またはサービスシステムなどを創っていく。
その後、あるいはそれと並行して、顕在ニーズは変化したりすることもあるが、広く知られていき、
顕在ニーズはいわゆるニーズとして定着していく。
一方、創られた物またはサービスシステムは社会に普及していく。
以上、ニーズの発生過程を推定した。このほか、本稿ではつぎのような知見を得た。
⑴ 　ニーズを顕在ニーズと潜在ニーズの２つの概念に分け、顕在ニーズは言語化されたニーズ、潜在
ニーズは言語化されていない人の頭の中にあって外部の人にはわからないニーズであると考えた。
⑵　潜在ニーズは、いわば感覚器官で感じたままの感覚に相当するものと考えられ、それは無意識
的・非意志的である。それに対して、顕在ニーズは意識的・意志的である。
⑶　最初に顕在ニーズ化されたニーズは一人の人の頭から発せられる。
⑷　顕在ニーズを元にして、顕在ニーズを満たすシステムを考え出す作業をアイデア出しと呼ぶ。こ
こで、本稿では、潜在ニーズを顕在化する作業はアイデア出し作業とは異なる作業内容であると考
えた。
なお、潜在ニーズが顕在ニーズとして表出される “ 切っ掛け ” とは、一般にいわれる “ ニーズの掘り
起こし ” 作業とか “ ニーズの把握 ” 作業とか “ ニーズの認識 ” 作業とか “ ニーズの発見 ” 作業とかに
よって、生じるものであろうと考える。これらの作業の仕方に関しては、４） ５） ６）に一部述べてい
るが、今後の研究課題でもある。
６　おわりに
本研究で述べたことを新製品開発作業へ応用すると、つぎのようになる。
新製品開発をしようとしたとき、その初期作業の段階で必須となる作業は、本稿で述べた顕在ニーズ
を明確にする作業であると考える。顕在ニーズが明確になっていれば、そこから、何らかのアイデアを
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考え出すことができると思われる。
では顕在ニーズを明確にするにはどうするか。それは、新製品開発作業に携わる人達それぞれの頭の
中にある潜在ニーズを顕在化する作業が必要であると考える。つまり、潜在ニーズを言語表現化するこ
とである。それは、ふだん感覚器官で感じることを、意識的に意志的に言語で表現していくことである。
この作業は、一人一人の頭の中で行われると考える。
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